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Start No. Start No.

1 ✔ 1

2 ✔ 8

✔ 3 ✔ 9

✔ 4 ✔ 10

✔ 5 ✔ 11

57 6 ✔ 12

✔ 7 ✔ 13

✔ 8 14

✔ 10 ✔ 15

✔ 12 23 17

11 15 ✔ 19

11 16 ✔ 20

✔ 17 22

✔ 18 ✔ 23

✔ 19 24

11 20 6 27

11 22 5 29

✔ 24 5 32

Country Min Action Country Min Action

JPN 32 FG

KOR 41 PC

KOR 64 FG

0,/1 8

0,/1 5

記載責任者：マネージャー　前田夏希
校閲：女子監督　　柳　承辰

HAN HYE LYOUNG

ニュージーランド6ヶ国大会の最終戦は、世界ランキング8位の韓国と5位をかけての対戦となった。
（前半）
韓国のセンターパスにより試合が開始された。最初にチャンスを掴んだ日本は韓国DFの反則によりPCを獲得。小野のパントヒットシュートはわずかにゴールの枠を外す。そ
の後、逆に日本は韓国に10分、12分、15分とアゲインを含め、続けてPCのチャンスを与えてしまうが、GK吉川と守備陣の協力により失点を許さない。ゲーム支配率で下回
る日本は全員守備でゴールを守る。32分、日本は課題としていた自陣でのサイドポケットを上手く抜け出し、速いリスタートで西村が前線でリードした柴田へ絶妙なアシスト
パス。柴田は落ち着いてレシーブし、GKが出てきた隙を狙ってプッシュシュート。日本が待望の先制点を上げ、1-0で前半を折り返した。
（後半）
1点リードで迎えた後半戦、日本は前半同様、攻撃を緩めず戦う。開始から両者の激しい攻防が始まる。そしてゲームが動いたのは、41分、韓国にPCのチャンスを与えた日
本はCHEON SEUL KIのドラッグシュートが右中段に決まり、試合を振りだしに戻す。その後、勢いにのる韓国のペースでの試合展開となる。55分にも韓国にPCを与えたが
粘り強く守備し、ゴールを許さない。日本も徐々にゲームの流れをつかみ、速いリスタートから西村、中川とボールを繋げ、サークルエントリーするもシュートまでできず。64
分、23M付近から韓国の打ち込みに対し、一瞬の隙でマークが外れ、HAN HYE LYOUNGにタッチシュートを決められ、勝ち越しを許す。その直後、日本はGKをプレイヤーに
変える作戦にでて全力で同点ゴールを狙う。ゴール前でのタッチシュート、サークルエントリーなどボール支配率を増やし、得点のチャンスを作るも決めきれず、試合は終
了。韓国に1-2で負け、ニュージーランド6ヶ国大会を6位で終えた。試合を振り返り、サークル内での決定力・DFの１対１の課題が明確となった。今後、改善をはかり、5月末
から6月にかけて行われるワールドカップで上位を狙う。

日本
シュート数

韓国
PC数

柴田　あかね 1-0

CHEON SEUL KI 1-1

HAN JIN SOO

UMPIRE REYDO MARiANA(ARG) UMPIRE JOUBERT MICHELLE(RSA)

Name Score Name Score

浅井 悠由

柴田　あかね

監督 柳　承辰 監督

中川 未由希（Ｃ）

永井　友理

西村　綾加

吉川　由華（GK)

真野　由佳梨

新井　麻月

KIM JONG EUN（C) Y66

Y51

JEON YUMI

日本　６敗　試    合

Country

通算結果

Country

HAN HYE LYOUNG

韓国

- KOREA

ニュージーランド／ネイピア 晴れ
順位決定戦

天      候

-

坂井　志帆

錦織　えみ

場　　所

NZ 6Nations Tournament
日    付 2014年4月13日 11:00～12:30

JAPAN Half Time

永井　葉月

RESULT

小野 真由美

Name

大家　涼子（GK)

Card

日本 Full Time

大田　昭子

LEE YOUNG SIL

G15,Y54

KIM DARAE

野村　香奈

CardName

KIM OK JU

CHEON SEUL KI G18

CHO EUN JI

PARK MI HYUN

AN HYO JU

LEE SIN HYE(GK)

OH SUNSOON

CHEON EUNBI

CHO HYEJIN

PARK KI JU

JANG SEOO JI(GK)大塚　志穂

CHO YUN KYOUNG

1-2

LEE HANA

及川　栞

眞鍋　敬子


